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部長会議資料

「第三次長野市やまざと振興計画」（案）に対する

市民意見等の募集（パブリックコメント）の実施について



第三次計画（案）の概要 ２

中山間地域が抱える課題を明らかにするとともに、その振興を図る施策・事業を整理・体系化

することにより、中山間地域政策を 総合的・計画的に展開 するもの

第五次長野市総合計画後期基本計画の個別計画として策定

「中山間地域の振興施策の指針となる理念型の計画」

令和４年度から令和８年度までの５年間

浅川地区・小田切地区・芋井地区・篠ノ井（信里）地区・松代（豊栄・西条）地区・若穂（保科）地区

七二会地区・信更地区・戸隠地区・鬼無里地区・大岡地区・信州新町地区・中条地区 １３地区

「長野市やまざと振興計画庁内推進会議」において主要事業の成果・検証を行う

１ 計画策定の趣旨

３ 計画期間

２ 計画の位置付け

４ 対象地域

５ 策定後の検証



第三次計画（案）のポイント ３

第二次計画の基本目標は継承しつつ、持続可能な地域を形成するための新たな視点を反映

（１）地域づくりに携わる人材育成や新たな担い手の確保を促す施策

（２）新たな時代に適応した移住・定住・雇用・関係人口を創出する施策

１３地区ごとに現状と地区の皆さんが思い描く将来像を記載

（１）地勢及び歴史 （２）地域の特性 （３）集落の状況 （４）農林業の状況

（５）観光、文化財等の地域資源 （６）交通基盤の整備状況 （７）生活の整備状況

（８）買い物の状況 （９）人材育成の方向性等 ◇地域の皆さんが描く将来像や方向性

地区集会等で、中山間地域にお住いの幅広い年齢層・職種の方々によるワークショップを実施

し、第三次計画（案）についての意見聴取を実施

1 持続可能な地域形成のための新たな視点

2   13地区の現状と将来像を記載（記載項目の統一）

3   中山間地域においてワークショップ実施



関係人口の創出・担い手の確保
（活力ある地域づくり）

移住・定住の促進・関係人口の創出

地域の魅力を活かしたまちづくり

安心・安全な中山間地域づくり
（暮らし続けられる地域づくり）

生活機能の整備・確保・維持

保健・医療・福祉の確保と充実

施策の体系図

「やまざと」のもつ魅力や資源を活かし、
人がつながり、未来につながる、地域づくり

基本目標

住民が主体的に活動する組織の支援

基本方針

継続的な人材確保と核となる人材の育成

大施策 １

地域の魅力の再発見・地域文化の伝承

大施策 ２

持続可能なコミュニティづくり

大施策 ３

暮らし続けられる地域の維持

特色ある中山間地域づくり
（魅力ある地域づくり）

４

大施策 施 策

次代を担う人づくり（子育て・教育環境）

大施策 ４

地域資源を活用した産業の振興

農林業の振興

地域資源を活かした観光振興

地域資源を活用した産業振興・起業支援



主要施策の展開 ５

大施策 １ 地域の魅力の再発見・地域文化の伝承

近年、首都圏に住む若い世代を中心に地方の豊かな自然環境や伝統文化の素晴らしさに価値を見出し、

地方への移住を検討している人が増えています。更に、新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、新たな働き

方である地方での「リモートワーク」や「ワーケーション」が本市の中山間地域でも実施されており、新たな人

の流れを創出する動きも見られています。このような田園回帰の動きをチャンスと捉え、地域住民による移

住希望者の受入体制の整備や積極的な移住情報の発信などに支援を行い、「人材誘致」という視点から関係

人口の創出を進め、移住・定住につなげていく必要があります。

現状と課題

・・ながのシティプロ

・ながのシティプロモーション ・イベント事業補助金 ・戸隠地区街並み環境整備事業

・まちづくり活動支援事業 ・観光まつり補助事業 ・重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業

・支所発地域力向上支援金事業 ・飯綱高原交流拠点施設等整備事業 ・伝統芸能継承事業 など

・移住・定住促進 ・移住者起業支援金 ・長野市空き家バンク

・地域おこし協力隊 ・過疎地域等高校生通学費補助金 ・外部人材活用促進事業 など

施策の取組

（１）地域の魅力を活かしたまちづくり

（２）移住・定住の促進・関係人口の創出



主要施策の展開 ６

大施策 ２ 持続可能なコミュニティづくり

本市では、住民の自主的かつ自立的な取組について市が積極的に支援し、地区の課題を迅速かつ効果的

に解決していく長野版都市内分権を推進し、住民自治協議会と市は協働し、地区ごとの特色あるまちづくり

を進めてきました。しかし、中山間地域では、人口減少・高齢化に歯止めが効かない状況になっており、一部

の集落では、生活道路の維持管理など集落同士での支え合いや助け合いによる活動はもとより、集落その

ものの維持さえも危ぶまれる状況にあります。そのため、地域と行政が協働で持続可能な地域づくりが可能

となる仕組みを築いていくため、外部からの人材確保・新たな担い手の育成を進める必要があります。

現状と課題

・・ながのシティプロ

・地域いきいき運営交付金事業 ・コミュニティ助成事業 ・やまざと支援交付金事業

・地域きらめき隊活動費事業 ・里山ファン活動支援事業 ・市民活動育成事業 など

・地域おこし協力隊（再掲） ・地域きらめき隊活動費事業（再掲） ・やまざと支援交付金事業（再掲）

・公民館・交流センター事業

施策の取組

（１）住民が主体的に活動する組織の支援

（２）継続的な人材確保と核となる人材の育成



主要施策の展開 ７

大施策 ３ 暮らし続けられる地域の維持

本市の中山間地域では、地域で生活していくための基本的なサービスの不足が散見されています。

今後も住民が住み慣れた地域で暮らしていくため、また、新たに地域で暮らす若い世代を中心とした住民

を受け入れるため、生活に必要なサービスを確保していくことが重要な課題となっています。

現状と課題

・ケーブルテレビ施設管理事業 ・防犯灯設置等補助金 ・道路維持管理事業

・危険空家等対策事業 ・中山間地域輸送システム運行費補助金 ・自主防災組織強化事業 など

・戸隠授産所施設整備 ・地域たすけあい事業 ・高齢者生活福祉センター等管理運営事業

・国民健康保険診療所管理運営 ・後期高齢者保健指導事業

・放課後子ども総合プラン推進事業 ・子育て支援事業 ・学校施設整備事業 ・遠距離通学費助成金事業 ・通学援助事業

施策の取組

（１）生活機能の整備・確保・維持

（２）保健・医療・福祉の確保と充実

（３）次代を担う人づくり（子育て・教育環境）



主要施策の展開 ８

大施策 ４ 地域資源を活用した産業の振興

中山間地域の農業については、農業就業人口が年々減少するとともに、後継者・担い手不足及び高齢化

が進んでおり、また、野生鳥獣や異常気象を起因とした農作物被害は年々深刻化し、農業を取り巻く情勢は

厳しさを増しています。このことから、認定農業者など中心的な担い手を育成するとともに、新たな担い手

を確保することが急務となっています。また、豊富な森林資源の保全の活用、林業振興・発展などの基盤

となる人材の確保・支援は大きな課題であり、市民・民間事業者・行政の連携強化が必要となっています。

現状と課題

・農業体験受入事業 ・農業次世代人材投資事業 ・農福連携推進事業 ・スマート農業推進事業

・地産地消推進事業 ・バイオマス利活用事業 ・フォレストワーカー育成事業 ・ジビエ振興事業 など

・観光施設管理運営 ・戸隠観光施設管理運営 ・飯綱高原施設管理運営 ・中条やきもち家管理運営 など

・やまざとビジネス支援補助金事業 ・地域木質バイオマス利用推進事業 ・奥裾花自然園再生可能エネルギー活用事業

・商店街活性化事業補助金 ・スタートアップ企業成長支援事業 ・企業誘致推進事業 など

施策の取組

（１）農林業の振興（担い手の確保と育成）

（２）地域資源を活かした観光振興

（３）地域資源を活用した産業振興・起業支援



パブリックコメントの実施 ９

 募集期間

令和３年１2月1日（水）から１２月２7日（月）まで（必着）

 募集方法

市ホームページ掲載、広報ながの１２月号掲載、

窓口閲覧（地域活動支援課、行政資料コーナー、支所）

 提出方法

書面（持参、郵送）、電子メール、フアックス、ながの電子申請サービス

 意見等の公表

提出された意見等に対する検討結果をホームページで公表



今後の策定までの予定

策定スケジュール 会 議 等 内 容

令和３年度 11月 部長会議 計画（案）パブコメ実施協議

11月 市議会政策説明会 計画（案）パブコメ実施説明

11月 住民自治協議会等 計画（案）パブコメ実施説明

12月 記者会見 基本方針（案）パブコメ実施説明

12月 計画（案）に係るパブリックコメント実施 （12/1～12/27）

１月 庁内推進会議 計画（最終案）審議

２月 部長会議 計画（最終案）協議 ⇒ 決定

２月 市議会政策説明会 計画報告

3月 13地区 計画報告

令和４年度 ４月 「第三次長野市やまざと振興計画」 スタート
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